
岩 手 県 立 図 書 館 協 議 会 の 持 ち 方（案） 

 

本来、図書館協議会は、図書館の運営について館長の諮問に応ずるとともに、図書館

サービスについて館長に意見を述べてもらう場であるべきであるが、これまでの本県に

おける協議会の記録を見ると、諮問した事項を確認できず、図書館側からの現状報告に

対する質疑応答にとどまっている。 

このことについては、令和２年 11月 24 日に開催された令和２年度岩手県立図書館協

議会において、全ての委員及び事務局が共通認識に至ったところであり、今後、図書館

協議会が県民の期待に応えることを期し、年２回の開催を基本に、それぞれを次のよう

に位置付けることとしたい。 

なお、本案を提出することについては、令和３年５月 20 日に吉植会長の了承を得た

ものである。 

第１回（６月開催）： 前年度実績がまとまった時期に開催し、当該年度の計画を御

理解いただいた上で、次年度に向けた意見をお聞きする。これ

により、協議会の意見を反映した予算要求も可能となる。 

第２回（２月開催）： 当該年度の実績が見えてくる時期に開催し、実績に対する自

己評価を踏まえ、次年度の計画(案)に対する意見をお聞きす

る。これにより、協議会の意見を反映した計画の策定が可能と

なる。 

また、指定管理者の募集要項には５年間の運営方針が記載さ

れるため、第６期が始まる令和６年度の前々年度となる令和４

年度（以降５年ごと）には、運営方針(案)について諮問するこ

ととする。 

 

○ 令和３年度第２回岩手県立図書館協議会（３月開催予定） 

１ 令和３年度県立図書館業務実施状況及び利用状況等【指定管理者】 

２ 令和３年度県立図書館経営計画の自己評価【県】 

３ 令和４年度県立図書館経営計画(案)【県】 

４ 令和４年度県立図書館業務実施計画(案)【指定管理者】 
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